
 
 
 
 
 
 
 

第 1367 回例会 16 年 8 月 9 日(月) 
於 海南商工会議所 ４F    12:30～ 

 

１．開会点鐘     会長 上中嗣郎 

２．ロータリーソング 「我らの生業」 

３．ビジター紹介   坂井敏夫様（有田南ＲＣ） 
４．出席報告  

会員総数 71 名 出席者数 45 名 出席免除会員 2名 

   出席率 65．22％ 前回修正出席率 79．17％ 

 

５．会長スピーチ    会長 上中嗣郎 

 １９４５年（昭和２０

年）８月９日、午前１１時

２分。広島についで２発目

の原子爆弾が米軍の B29
爆撃機によって長崎市北

部へ投下され、数千度の熱

線、すさまじい爆風や放射

線が地上に襲いかかり、市

街地は廃墟と化し、７万４

千人もの尊い生命を奪い、

７万５千人にも及ぶ人々を傷つけました。また、かろ

うじて生き残った人々も、心と体に大きな痛手を受け、

現在でも多くの被爆者が苦しんでいます、これは長崎

原爆資料館の案内の序文であります。 

 世界の平和を祈ると共にロータリークラブも大き

く貢献していかなければ成らないと思います。 

 さて、８月１３日から２９日の予定でギリシャのア

テネで第２８回オリンピックが開催されます、我が国

からは選手３１２名役員・スタッフ２０１名計５１３

名が派遣されます、メダルを目指して多いに健闘して

頂きたいと思います。 

 近代オリンピックの第１回大会は 1896 年の春、ギ
リシャのアテネで行なわれました。それから 108年、
第 28 回大会が再びアテネの土を踏み、オリンピック
は生まれ故郷に里帰りすることになったのです。 

近代オリンピックは、フランス貴族で教育者だったピ

ェール・ド・クーベルタン男爵の提唱によって誕生し

ました。そのモデルとなったのは、西暦紀元前７７６

年から紀元３９３年までギリシャのオリンピアで 4
年ごとに開かれる祭典競技でした。 

近代オリンピックも残念なことに２８回の内３回が

戦争で中止になっております、競技が行われたのは２

４回と言うことです。 

本日例会終了後「ＩＭ」実行委員会が、又夜７時か

ら「３０周年」実行委員会が開催予定でございます、

関係の方々にはご苦労様ですが宜しくお願い致しま

す。 

 

６．幹事報告 

○休会のお知らせ 

 橋本紀ノ川 RC ８月１７日（火） 
 
７．委員会報告 

○IT委員会 山畑弥生委員長 
 会員名簿作成のご協力をお願いします。 
 今年から携帯メール送信を行います。 
○広報（雑誌）委員会 花畑重靖委員長 
  ロータリーの友８月号の紹介 
 ・表紙の写真について説明 
 ・縦組み（２２ページ）表紙のメッセージ 
 ・横組み（２８ページ）100周年に 100歳の会長 
○地区クラブ奉仕委員長会議報告 田村能孝委員長 
 ７月２５日（月）ホテル「グランヴィア和歌山」で

開催され、中島ガバナーから、クラブの活性化につ

いて話がありました。 
 ・会員増強について 職業分類を見直して外への働

きかけを強めてください。2640 地区会員数は一
時４,０００人弱あったが、現在は２,７００人程
度に減少している。ちなみに会員数４名のクラブ

が２クラブある。また、世界で唯一増加している

国はドイツです。 
 ・ロータリー財団の寄付について 
 ・ポリオ 2004年で世界中に４２５人。内３３５人
はナイジェリアです。 

 ・ロータリーファミリー委員会は親睦委員でまとめ

ていってください。 
 ・エイズについて 先進国で唯一増加している国は

日本で、現在１,２００人の患者がいて、和歌山は
１７人いるそうです。できれば、各クラブでエイ

ズについて話をする機会を作ってください。 
○地区新世代委員長会議報告 林孝次郎理事 
 ７月２４日（土）テクスピア大阪で開催され、中島

ガバナーの話の後、ＩＭ単位に分かれ、約２時間の
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会議がありました。ローターアクトの話が中心で、

減少傾向にあるため、新世代の掘り起こしの意味か

らもライラ活動も積極的に進めて行きたい旨、説明

がありました。 
  
８．次回例会  

・平成 16 年８月１６日（月）休会 

・平成 16 年８月２３日（月） 

12：30～ ガバナー公式訪問  クラブ協議会 
海南商工会議所 ４F 

 

９．閉会点鐘 

 

＊＊＊ ニコニコ・ＢＯＸ ＊＊＊ 
 
上中嗣郎君  昨日、暑い中、ゴルフに行って１.５

ラウンドまわってきました。大澤さん

も頑張っていただきたいと思います。 
大澤祥宏君  上中会長はフェミニストで、ゴルフで

一緒にまわった女性には、とても優し

いそうです。 
平尾寧章君  東京で財団セミナーがあって行って

きました。大変疲れました。 
寺下 卓君  昨日のテレビ和歌山のニュースで、ち

らっと映りました。 
土井元司君  平尾先生ガバナーを教えるのは、誰が

教えるのですか？ 
 
 
 
 
 
 
スーダンでのポリオ撲

滅に 50 万ドルを拠出 
国際ロータリー（ＲＩ）

は、7月26日にＷＨＯ（世

界保健機関）が行った。

スーダン・ダルファー地

域でのポリオ予防接種活

動を支援し、米貨 50 万ド

ルを拠出しました。スー

ダンでは、3 年間ポリオ

の発症がなかったにもか

かわらず、最近ポリオによる麻痺の症例が発生してい

るため、とりわけダルファー地域からポリオを一掃す

る目的で、7 月下旬～8 月にかけて、5 歳未満の子ど

もおよそ 130 万を対象に予防接種活動が実施されま

した。 

グレン E. エステスＲＩ会長は、スーダン隣国への

ポリオウイルス拡大を懸念しながら、「もし私たちが、

今、ポリオウイルスを撲滅しなければ、ポリオのない

世界を目指した、私たちの多大なる努力が無駄になっ

てしまいます。ロータリーは、この悲劇的かつ予防可

能な病気を撲滅するために力を結集しなければなり

ません」と述べました。 

 

アフガニスタンとパキスタンでポリオワクチン投与 
パキスタン全土で、3,000 万人以上の子どもたちが、

1月 20～23日のポリオ予防接種の対象となりました。

4日後、隣国のアフガニスタンでも、推定 500 万人の

子どもたちがポリオワクチンの投与を受けました。 

地域と国の行政センター、政府、宗教や社会的リーダ

ーたちが、ポリオ関連の広報活動に参加し、パキスタ

ンの遠隔地域への経口ポリオワクチンの運搬と、そこ

でのワクチン投与を助けました。彼らは、とりわけバ

ルーチスターン、北西フロンティア州、シンドに焦点

を絞りました。それらの地域では、女性の隔離、多く

の家族の国境越えなど、無法化、地理的条件、文化的・

宗教的習慣が、ポリオウイルスのまん延を防ぎにくく

している原因となっています。「ワクチンの投与活動

は、これらリーダーたちによる積極的な参加によって、

問題地域で十分に改善されています」とパキスタンの

国家ポリオ・プラス委員長（ＮＰＰＣ）のアブドル・

ヘイ・カーン氏は言います。「多くの遠隔地域では、

見知らぬ男性が家や子どもの近くによることを、家族

は嫌うものです。そこで、私たちは、そのような地域

では、女性の保健担当員やボランティアを増やして対

応したので、うまくワクチンを届けることができまし

た」カーン委員長によると、ロータリアンは学校、ス

カウト活動、非政府組織からボランティアを募集し、

全国予防接種日の参加者のために、移動手段、食糧、

おやつを提供しました。ロータリアンたちはまた、多

くの出席者を集めて討論会を開き、地域住民の動員を

呼びかけたり、空港、バス停、その他の公の場での予

防接種センター設置を手助けしました。 

パキスタンの人々に対するものと同じような障壁

に直面して、1 月 26～28 日の全国予防接種日の期間

中、4万人のボランティアがアフガニスタン中を盛り

上げました。以前には男性の保健担当員から子どもが

ワクチンを投与されるのを許さなかった家庭を訪問

するために、女性の保健担当員がより多く動員されま

した。「ポリオが侵入するという危険は、この弱体化

している病気があらゆる場所で撲滅されるまで残り

ます。それゆえに、アフガニスタンの保健相は、ポリ

オ問題を緊急の公衆衛生の脅威として取り上げるこ

とという要請を受けたのです」とアフガニスタンＵＮ

ＩＣＥＦ代表のシャラッド・サプラ氏は、国連が支援

する報道機関であるＩＲＩＮに言いました。 

 アフガニスタンとパキスタンは、ナイジェリア、イ

ンド、エジプト、ニジェールとともに、ポリオが残る

６か国に含まれています。これらの国々の保健相たち

は、最近、ポリオウイルスの消滅を早めるために、今

年数回にわたって、のべ２億 5,000 万人の子どもたち

にワクチン投与をすることを確約しました。 

会報委員会 委員長 岸 友子 副委員長 中西秀文  深谷政男 倉橋利幸 青木美典 前田洋三 山田耕造 小椋孝一


